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　昨年の日本臨床眼科学会から 1 年が経過しました。読者の皆さんは，そろそろ今年の臨眼での
発表直前で大忙しの方もいらっしゃるのではないかと思います。今月号で第71回日本臨床眼科学
会講演集は終了となります。第 72回の臨眼で発表された内容で，原著論文を編集室へ投稿してい
ただければ幸いです。
　さて，「今月の話題」では，オルソケラトロジーについて宮本裕子先生にご執筆いただきまし
た。実は，私も数年前にオルソケラトロジーを試してみたことがありました。朝，目覚めてオル
ソのコンタクトレンズを外すと，すっかり近視が治っていて，裸眼で車を運転して出勤すること
ができました。夕方になるとだんだん近視に戻ってきて，帰りの運転はちょっと危ないなと思い
ました。数日続けていると，一晩オルソをつけるのを忘れても，1 日中，裸眼で過ごせるように
なりました。
　ただ困ったことに，オルソは寝る前に装用するので，オルソをつけてベッドに寝転がって本を
読もうとすると，この歳になると細かい文字が読みづらく老眼鏡が必要になってしまうことでし
た。あとは，歳が上がってくると，眠りが浅くなるせいか，異物感で夜中に目が覚めてしまうこ
とです。調節力が十分あって深い眠りの若者には向いているのかな？　と思いました。
 （稲谷　大）
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